
500kV褻薗飛記のIIサージ電位分布について

1ま え が き

昭和55年春に当社500kV変電所が運開したが，
ガスギャップ，アルミパイフ゜母線など当社独自の
設計があるので，変電所の絶縁設計の妥当性を確
認するため，運開に先立ち，電中研，メ ー カ ー と
共同で，雷サ ー ジの解析を行った。実測の対象と
しては，東部変電所母線設備を用い雷サ ー ジ電位
分布試験とそのジミュレ ー ション解析を行い，両
者の整合性をチェックするとともに，雷サージの
構内での様相について研究した。この結果，近接
雷，遠方雷とも変電所の協調がとれていることが
確認できた。ここではそのうち現場試 験を中心
に，その概要を紹介する。
2試験の方法

第1図の試験回路に示す線路引込口に，インパ
Jレス発生器により雷サージを印加し，500kV構内
各指定点の電位とその現象を実測した。
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試験ケースについては，送電線から侵入してく
る急しゅんな雷サ ー ジを変電所入口でくいとめる
ため，送電線引込口には，放電特性や経済面から
ガスギャップを設置したので，これが放雷しない
場合と放電した場合とでは構内の雷サ ー ジ雷位分
布の様相が異なるため，SF6ガスギャップ無放電
時とSF6ガスギャップ放電時の試験を行った。
3試 験 結 果

(1) 第1表のとおり500kV構内設備の絶縁協調
は保たれていることが確認できた。また，ジ
ミュレージョン結果とよく一致した。

(2) 雷サ ー ジが 侵入して機器保護用の 避雷器
が動作した時，変圧器端子電位は避雷器端子電位
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た。この原因は第2図(b)に示す避雷器と変
圧器との間の回路定数(R.L.C)による固有
振動のためである。したがって，第2図(c)の
とおり¢，あるいはSが長いほどVT/VLが大
きくなる。これは，既に絶縁設計に考慮され
ており，問題はない。

(3) 当変電所の避雷器は，従来形であるか，こ
れよりも避雷器の制限電圧ー電流特性が平担
な避雷器と比較ジミュレーションした結果か
らは，この特性が平担になるほど変圧器端子
電位が大きくなる傾向が観察された。この原
因は，避雷器と変圧器との間の固有振動回路
の避雷器抵抗が小さくなるので，その振動を
抑制する効果が低下すること，また，避雷器
分岐線(t)のインダククンス分による電位上
昇があると考えられるので， 適用に 当 っ て
は，検討が必要である。
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第2園 避●器蝙子電位と変圧器蝙子電位の関係

4あ と が き

今回の実測結果によって得られた内容は，今後
の絶縁設計の資としたい。

（変電工事課・電気第一研究室）
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